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JR連合結成30年を
   次代への起点に据え
       JR産業の持続的成長と
組合員・家族の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

７
月
10
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
た
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、「
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
所
属
す
る
６
人
の
選

挙
区
候
補
者
お
よ
び
日
頃
よ
り

緊
密
な
連
携
を
図
る
４
つ
の
産

別
等
出
身
の
比
例
区
候
補
者
４

人
を
重
点
候
補
に
指
定
し
、
各

単
組
の
最
大
限
の
支
援
に
よ
り

選
挙
戦
を
闘
い
抜
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
比
例
区
に
立
候

補
し
た
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
出
身
の

川
合
孝
典
氏
、
電
力
総
連
出
身

の
竹
詰
ひ
と
し
氏
、
Ｊ
Ｐ
労
組

出
身
の
し
ば
慎
一
氏
の
３
人（
い

ず
れ
も
連
合
組
織
内
候
補
者
）

ご
支
援
・
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

役
員
や
組
合
員
、
ご
家
族
、
そ

し
て
推
薦
候
補
の
必
勝
に
向
け

て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ
た
す
べ

て
の
関
係
者
に
対
し
て
も
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

今
次
参
院
選
の
結
果
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

他
方
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
活
用
な

ど
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
選
挙

戦
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
組

織
と
運
動
の
強
化
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
成
果
と
言
え
る
。

　

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
の

生
命
線
と
も
言
え
る
政
治
・
政

策
活
動
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。
し
て
、
同
年
４
月
に
は
政
府
が

「
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
打
ち

出
し
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
と
働

く
者
の
近
未
来
を
支
え
る
成
果

に
繋
が
っ
た
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
二

島
・
貨
物
は
同
支
援
策
を
活
用

し
な
が
ら
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

も
と
経
営
自
立
に
向
け
た
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。

長
線
上
で
は
な
い
新
し
い
形
・

新
し
い
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
最
終
提
言
は
３

社
の
経
営
自
立
と
持
続
可
能
な

経
営
に
必
要
な
処
方
箋
を
中
長

期
的
な
観
点
か
ら
示
し
た
が
、

こ
れ
ら
は
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
に

限
ら
ず
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
に
関

係
す
る
課
題
で
も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

連
合
は
、
残
さ
れ
た
課
題
の
解

決
と
提
言
内
容
の
具
現
化
に
向

け
、あ
ら
ゆ
る
関
係
者
の
理
解

の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
連
携
・
協

働
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

享
二
熊
本
地
本
執
行
委
員
長
が

参
加
し
、
川
線
と
呼
ば
れ
る
八

代
駅
〜
人
吉
駅
間
の
沿
線
を
車

で
移
動
し
な
が
ら
現
状
を
確
認

し
た
。

　

同
区
間
は
日
本
三
大
急
流
と

呼
ば
れ
る
球
磨
川
沿
い
に
線
路

が
敷
設
さ
れ
て
い
る
が
、
川
の

氾
濫
で
道
路
が
損
壊
し
た
こ
と

で
一
部
区
間
の
線
路
用
地
に
は

道
路
が
仮
設
さ
れ
、
工
事
用
車

両
が
通
行
し
て
い
る
。
ま
た
、道

路
に
転
用
さ
れ
て
い
な
い
線
路

は
波
打
つ
よ
う
に
曲
が
り
、
路

盤
が
流
失
し
た
ま
ま
現
在
で
も

手
付
か
ず
と
な
っ
て
お
り
、
被

害
の
甚
大
さ
を
再
認
識
し
た
。

　

肥
薩
線
の
復
旧
に
向
け
て
は
、

肥薩線 瀬戸石駅が存在していた場所付近の
現状

最終提言のメニュー（解説用スライドより）
　　　　　　　　　　　　【ＪＲ連合作成】

左）荻山会長とガッチリ握手
　　し、当選の喜びをかみし
　　める川合孝典氏

中央）当選報告のためＪＲ連合を訪問した
　　　石川ＪＰ労組委員長としば慎一氏
　　　（左から2人目）

右）当選を果たし、政所事務局長とガッツポーズ
　　で笑顔を見せる竹詰ひとし氏

《重点候補選挙結果》
〈比例区〉
　川　合　孝　典（ＵＡゼンセン）当選
　矢　田　わか子（電機連合）　　惜敗
　し　ば　慎　一（ＪＰ労組）　　当選
　竹　詰　ひとし（電力総連）　　当選
〈選挙区〉
　蓮　　　　　舫（東京都）　　　当選
　小　西　洋　之（千葉県）　　　当選
　伊　藤　孝　恵（愛知県）　　　当選
　福　山　哲　郎（京都府）　　　当選
　古　賀　之　士（福岡県）　　　当選
　足　立　信　也（大分県）　　　惜敗

第26回参議院議員選挙結果を踏まえてのＪＲ連合コメント
２０２２年７月１１日

　7月10日に投開票が行われた第26回参議院議員選挙において、推薦候補の必
勝に向けてご支援、ご尽力をいただいた組合員や家族の皆さまをはじめ、すべ
ての関係者に心から敬意を表し、御礼を申し上げる。

　今参議院議員選挙は、長期化するコロナ禍が依然として猛威をふるい、ロシ
アによるウクライナ侵攻によって世界が更なる混乱に陥る中で行われた。国民
生活や経済・社会活動の混乱と悪影響を早期に収束させる強い政治のリーダー
シップと、機動的な政策立案と実行、さらには将来を見据えた先見性のある政
策の展開が強く求められ、また、働く者・生活者が真に求める政策を実現する
政治家を国政の場に送る必要性がかつてなく高まっているという情勢下での選
挙であった。同時に、その結果が今後の国会運営や政局のほか、苦境に陥って
いるＪＲ産業の将来に大きな影響を及ぼし得る、重要な国政選挙であった。

　結果として、今選挙は過去４番目に低い52.05％という低水準の投票率のもと
での審判となった。与党では自民党の獲得議席数が単独で改選過半数に達し、
自民・公明の両党で76議席（改選前69議席）となった。立憲民主党は議席を減
らし17議席（改選前23議席）となり、国民民主党は５議席の獲得（改選前７議
席）にとどまった。一方で日本維新の会は、今選挙においても議席を増やし12
議席を獲得した（改選前６議席）。改憲に前向きな４党では、憲法改正発議に
必要な82議席を上回る93議席となった。

　ＪＲ連合は連合方針を踏まえ、政局や諸情勢に左右されることなく、非自民・
反共産の理念および‘政策本位、人物本位’の政治方針を堅持し、選挙区では
「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」に所属し改選期を迎える６名と、全
国比例区では連合組織内候補４名を重点候補者として推薦した。加盟組織とと
もに全員当選に向けた取り組みを広く展開し、組織と運動の強化にも繋げてき
た。重点候補者について、選挙区では伊藤孝恵氏（愛知県）、福山哲郎氏（京
都府）、古賀之士氏（福岡県）、蓮舫氏（東京都）、小西洋之氏(千葉県)の５
名が当選を果たしたが、足立信也氏(大分県)が惜敗。全国比例区では竹詰仁氏
（電力総連）、川合孝典氏（ＵＡゼンセン）、柴愼一氏（ＪＰ労組）の３名が
当選を果たしたが、矢田わか子氏（電機連合）が惜敗する結果となった。また、
同日程で行われた滋賀県知事選では、ＪＲ連合出身の三日月大造知事が三期目
の当選を果たした。今後は当選者が、その実力を縦横無尽に発揮されることを
期待したい。
　一方、「政権交代可能な二大政党的体制」の実現は依然として見通しが立た
ず、重たい課題として私たちに突きつけられている。野党乱立の経緯や国民の
政治不信等の現実を厳粛に受け止め、働く者・生活者の声を代弁する勢力の結
集をはかるべく、一丸となって出直しを図る必要がある。

　ＪＲ産業は、社会構造の変化とコロナ禍により、産業としての大転換期を迎
えている。ＪＲ産業の回復と発展に向けては、労使の自助努力に加え、企業内
労使では解決できない様々な課題への対応が必要不可欠である。ＪＲ連合は、
今選挙結果を厳粛に受け止め、引き続き政策課題や組織課題の前進に向け、Ｊ
Ｒ連合国会議員懇談会および「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」等との
連携を一層強化し、来年予定されている統一地方選挙をはじめ、各種選挙にお
ける取り組みを深度化させていく。あわせて、労働組合の役割を今一度自覚し、
ＪＲ連合構成組織の更なる強化に向け全力をあげることとする。

以　上

こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い

新
た
な
形
・
仕
組
み
の
創
出
を
提
言

ＪＲ連合結成30周年記念行事のお知らせ
日時　2022年10月６日（木）13:30～
会場　ホテルメトロポリタン池袋
内容　１．シンポジウム
　       　テーマ「新たな時代における鉄道の
　　　　         発展とＪＲ産業の持続的成長
                         に向けて」

　　　・基調講演
　　　・「ＪＲ連合30周年記念提言」
　　　　提起
　　　・パネルディスカッション
　　　２．記念式典
　　　・来賓あいさつ
　　　・記念セレモニー　等

を
含
む
重
点

候
補
者
８
人

の
当
選
を
果

た
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

し
か
し
、

電
機
連
合
出

身
の
矢
田
わ

か
子
氏
と
大

分
県
選
挙
区

の
足
立
信
也

氏
は
残
念
な

が
ら
当
選
を

果
た
す
こ
と

がで
き
な
かっ

た
。
改
め
て

　
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
６
４
３
号
」

で
既
報
の
通
り
、
先
の
第
32
回

定
期
大
会
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
二

島
・
貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」

の
最
終
提
言
と
し
て
「
新
し
い

『
ヒ
ト
・
モ
ノ
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
を
つ
く
る
Ｊ
Ｒ
連
合
政
策

提
言
」
を
策
定
し
た
。

　

同
Ｐ
Ｔ
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
・
Ｊ
Ｒ
四
国
（
Ｊ
Ｒ

二
島
・
貨
物
）
に
対
す
る
国
か

ら
の
各
種
支
援
策
が
２
０
２
１

年
３
月
末
で
区
切
り
を
迎
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
の
重
大
な

課
題
に
対
処
す
る
べ
く
２
０
１

９
年
秋
に
発
足
し
た
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
が
将
来
に
わ
た
っ
て
担
う

べ
き
社
会
的
使
命
を
果
た
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
①
２
０
２
１

年
度
以
降
の
支
援
策
の
延
長
・

拡
充（
当
面
の
対
策
）、
②
経
営

自
立
の
姿
を
描
き
そ
こ
に
繋
げ

る
道
筋
の
確
立
（
将
来
像
と
プ

ロ
セ
ス
）
の
実
現
を
め
ざ
し
、共

同
座
長
（
泉
健
太
衆
議
院
議
員
、

小
川
淳
也
衆
議
院
議
員
、
広
田

一
衆
議
院
議
員（
当
時
）
、伴
野

豊
衆
議
院
議
員
）
、
お
よ
び
太

田
和
博
教
授（
専
修
大
学
）、板
谷

和
也
教
授（
流
通
経
済
大
学
）の

お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
関

係
単
組
お
よ

び
関
係
Ｊ
Ｒ

各
社
と
の
連

携
を
深
め
、

２
０
２
２
年

５
月
ま
で
に

11
回
の
会
合

を
開
催
し
議

論
を
積
み
重

ね
て
き
た
。

　

こ
う
し
た

議
論
の
う
え
、

２
０
２
０
年

５
月
に
は「
中

間
と
り
ま
と

め
」
を
策
定
し
た
。
２
０
２
１

年
３
月
の
国
鉄
債
務
等
処
理
法

等
の
改
正
に
関
す
る
審
議
で
は
、

関
係
議
員
の
協
力
に
よ
り
質
疑

や
附
帯
決
議
に
中
間
と
り
ま
と

め
の
内
容
が
反
映
さ
れ
た
。
そ

　

一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

の
経
営
自
立
は
道
半
ば
で
あ
り
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中

長
期
課
題
も
多
く
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
解
決
に
は
従
来
の
延

国
・
熊
本
県
・Ｊ

Ｒ
九
州
で
構
成

す
る「
肥
薩
線
検

討
会
議
」が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ

の
議
論
経
過
を

注
視
し
、Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
と
連
携

の
う
え
、必
要
な

課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は

７
月
２
日
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
と

と
も
に
、
「
令

和
２
年
７
月
豪

雨
」
で
被
災
し
、

八
代
駅
〜
吉
松

駅
間
が
不
通
と

な
っ
て
か
ら
７

月
で
２
年
を
迎

え
る
肥
薩
線
の

現
地
視
察
を
行
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
荻
山
市
朗

会
長
と
相
良
夏
樹
組
織
局
長
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
は
北
村
公

次
中
央
執
行
副
委
員
長
と
濵
田

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

Ｊ
Ｒ
連
合
推
薦
の
重
点
候
補
者

比
例
の
３
候
補
を
含
む
８
人
が
見
事
に
当
選

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙

Ｊ
Ｒ
連
合
推
薦
の
重
点
候
補
者

比
例
の
３
候
補
を
含
む
８
人
が
見
事
に
当
選

ＪＲ九州労組とともに肥薩線を視察
現在も手付かずの現状に

被害の甚大さを再認識

ＪＲ九州労組とともに肥薩線を視察
現在も手付かずの現状に

被害の甚大さを再認識

「
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
最
終
提
言

「
新
し
い『
ヒ
ト
・
モ
ノ
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
つ
く
る

Ｊ
Ｒ
連
合
政
策
提
言
」
で
経
営
自
立
実
現
を

「
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」
最
終
提
言

「
新
し
い『
ヒ
ト
・
モ
ノ
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
つ
く
る

Ｊ
Ｒ
連
合
政
策
提
言
」
で
経
営
自
立
実
現
を



ＪＲ連合令和4年（2022）8月1日 第 644号（２）
　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月

６
日
、
豊
橋
市
内
に
お
い
て
、

第
31
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
尾
内

裕
昭
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
は
、
参
議
院
選

で
の
投
票
行
動
を
強
く
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
反
転
攻
勢
に
向
け
て
、
組

織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実
化
に
よ
る
組
織
強
化
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
よ
り
２
０

２
２
年
度
の
運
動
方
針
案
と
と
も

に
、
来
年
３
月
15
日
の
結
成
30

周
年
に
合
わ
せ
た
記
念
事
業
の

実
施
も
提
起
さ
れ
た
。
18
人
の

代
議
員
か
ら
は
、
参
議
院
選
・
組

織
内
地
方
議
員
発
掘
・
女
性
役

員
登
用
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
後

の
諸
活
動
の
あ
り
方
を
問
う
意

見
も
複
数
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

執
行
部
答
弁
を
経
て
、
す
べ
て
の

議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
意
義
を
発
揮
し
、
積
極
果
敢
に

取
り
組
む
決
意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
２
０
２
１
年
度
活

動
経
過
の
報
告
後
に
、
２
０
２

２
年
度
運
動
方
針
が
提
起
さ
れ
、

17
人
の
代
議
員
か
ら
「
効
率
化

施
策
を
は
じ
め
と
す
る
業
務
課

題
」
「
車
掌
職
の
将
来
展
望
」

「
若
手
・
中
堅
社
員
の
離
職
」

「
出
向
組
合
員
の
世
話
役
活
動
」

「
地
域
社
員
・
嘱
託
再
雇
用
社

員
の
労
働
条
件
」「
人
事
・
賃
金

制
度
の
見
直
し
」
等
に
つ
い
て

発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
執

行
部
答
弁
を
経
て
す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

直
し
に
関
す
る
業
務
課
題
、
地

方
公
共
交
通
の
あ
り
方
と
政
治
の

関
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
動

展
開
な
ど
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

「
組
織
拡
大
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
」「
女

性
社
員
の
労
働
環
境
整
備
」な

ど
質
疑
が
あ
り
、
集
約
答
弁
の

後
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
、
新

年
度
の
役
員
体
制
を
確
立
し
た
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

大
杉　

正
美

中
央
執
行
副
委
員
長　

小
笠
原
浩
文

書　

記　

長  

辻
村　

和
裕

　ジェイアール東海パッセンジャー
ズ労働組合は、2002年10月に結
成。ジェイダイナー東海とパッセ
ンジャーズサービスの２つの会社
が合併し、結成された労働組合で
す。会社とのユニオンショップ協
定により正社員と専任社員が組合
員となっており、約1,200人が組
合員です。
　当社は、東海道新幹線の車内業
務、駅売店での販売事業とスター
バックス店経営を中心とした飲食
事業、お弁当サンドイッチ等の製
造を行う製造事業を行っていま
す。東海道新幹線をご利用頂くす
べての皆さまに、何かしらのサービス
をご提供させて頂いております。
　コロナ禍では、会社の存続と雇
用の確保を絶対とした労使協議を
重ねると同時に、経営基盤強化策
や販売強化策、販路拡大策等を労

使一丸となって取り組んできまし
た。ウィズコロナ、ニューノーマ
ル社会を見据えた経営体制の構築
は、必須条件であると同時にその
改革は容易ではありません。新た
な懸念になりつつある「退職者
増」や「人手不足」への対応と併
せ、労使でより一層協力していく

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
ジェイアール東海

パッセンジャーズ労働組合

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
６
日
、

北
九
州
市
内
に
お
い
て
第
31
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
冒
頭

挨
拶
で
芦
原
秀
己
中
央
執
行
委

員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、

安
全
確
立
、
組
織
強
化
・
拡
大
、

労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
所
信

を
述
べ
、
労
働
組
合
の
役
割
と

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
７
月
８
日
、

高
松
市
内
に
お
い
て
第
41
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。
冒
頭
の
挨

拶
で
大
谷
清
執
行
委
員
長（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
は
、
運
動
方
針
の

３
つ
の
柱
で
あ
る
「
安
全
・
安
定
・

安
心
輸
送
の
確
立
」
「
組
織
の

強
化
・
拡
大
」
「
労
働
条
件
の

改
善
」
に
加
え
、
「
政
策
と
政

治
の
取
り
組
み
」
へ
の
決
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
「
全
組
合

員
の
総
団
結
に
よ
っ
て
長
引
く

苦
境
を
克
服
し
、
明
る
い
未
来

を
切
り
拓
こ
う
」
と
訴
え
た
。

　

議
事
で
は
、
運
動
方
針
案
の

ほ
か
、
働
く
立
場
か
ら
中
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
を
展
望
し
、
運
動
の
土

台
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
に
策
定
す
る
提
言
「
私
た
ち
が

考
え
る
『
持
続
可
能
な
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人
財
確

保
』（
素
案
）」等
が
提
起
さ
れ
、

執
行
部
答
弁
の
後
、
す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
７
月
13
日
〜

14
日
、
京
都
府
内
に
お
い
て
、
第

34
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開

催
し
、
提
案
し
た
す
べ
て
の
議
案

を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
挨
拶

に
立
っ
た
上
村
良
成
中
央
執
行

委
員
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
責
を
果
た
し
続
け

る
組
合
員
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
各
種
選
挙
・
安
全
・
社
会
変

容
へ
の
対
応
・
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
実
現
と
政
治
へ
の
関
わ

り
等
に
つ
い
て
課
題
提
起
し
た
。

　
議
事
で
は
、
本
会
議
と
各
小
委

員
会
（
組
織
・
財
政
小
委
員
会
、

業
務
小
委
員
会
）
で
合
わ
せ
て

計
73
人
の
代
議
員
か
ら
、
安
全

確
立
や
冬
季
賞
与
、
地
方
機
関
見

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月
15

日
、
東
京
都
内
に
て
第
10
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
お
い
て
菅
野
一

位
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
「
全
体
主
義
的

な
組
合
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
い
ら

な
い
。
民
主
化
闘
争
完
遂
ま
で

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
組
織
強

化
・
拡
大
へ
の
決
意
を
示
し
た
。

　

時
間
短
縮
の
た
め
質
疑
は
事

前
に
集
約
し
、
春
季
生
活
闘
争

や
組
織
拡
大
へ
の
対
応
等
20
件

の
発
言
集
と
執
行
部
か
ら
の
答

弁
書
が
配
付
さ
れ
た
。
質
疑
へ

の
答
弁
後
、
す
べ
て
の
議
案
が

可
決
さ
れ
、
役
員
改
選
も
行

わ
れ
た
。
選
出
さ
れ
た
新
三

役
は
次
の
と
お
り
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

菅
野
一
位

中
央
執
行
副
委
員
長　

国
井
道
徳・

　

瀬
藤
正
樹
・
斎
藤
勝
彦
・

　

斎
藤
弘
昭

事
務
局
長　

菅
井
正
和

　

貨
物
鉄
産
労
は
７
月
30
日
、

静
岡
市
内
に
お
い
て
第
38
回
定
期

全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
執
行

部
を
代
表
し
大
杉
正
美
中
央
執

行
委
員
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

は
、
Ｊ
Ｒ
連
合『
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
』で
の
取

り
組
み
に
触
れ
つ
つ
、
「
民
主

化
闘
争
完
遂
に
一
致
団
結
し
て

取
り
組
も
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
代
議
員
か
ら
は
、「
安
全
確
立
」

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
７
月
30
日
、

札
幌
市
内
に
て
第
21
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。
冒
頭
挨
拶
で
昆

弘
美
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
「
皆
さ
ん
が
新
た

な
歴
史
を
創
る
中
心
。
組
織
活
動

を
点
検
し
、
運
動
に
よ
っ
て
弱
点

を
克
服
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 　

経
過
で
は
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
報
告
が
あ
り
、
新
規
加
入

者
が
紹
介
さ
れ
た
。
新
年
度
方

針
で
は
、
「
退
職
者
連
絡
会
」

結
成
準
備
が
提
起
さ
れ
た
。
質

疑
で
は
代
議
員
５
人
か
ら
組
織

拡
大
等
に
対
す
る
意
見
が
あ
り
、

「
身
近
な
所
か
ら
世
話
役
活
動

に
取
り
組
も
う
」
と
の
総
括
答

弁
後
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
、

役
員
改
選
も
行
わ
れ
た
。
新
三

役
は
次
の
と
お
り
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長　

昆　
　

弘
美

中
央
執
行
副
委
員
長　

越
後　

真
一

書　

記　

長　

人
見　

圭
一

所存です。
　最後に、東
海道新幹線改
札内でのご飲
食や、車内で
のワゴンサービ
ス等、引き続き
ご利用頂きま
すようお願い
いたします。

ＪＲＣＰ労組を取りまと
める今津健治執行委員長

JREユニオン

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

貨
物
鉄
産
労

Ｊ
Ｒ
北
労
組（
新
規
加
入
の
12
人
と
）

Ｊ
Ｒ
７
単
組
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
決
定

Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
年 

節
目
の
年
の
飛
躍
に
向
け
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
第
31
回
定
期
大
会

30
年
間
磨
き
続
け
た
運
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
第
31
回
定
期
大
会

労
働
組
合
の
役
割
と
意
義
を
発
揮
し
積
極
果
敢
に

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
41
回
定
期
大
会

総
団
結
で
苦
境
を
克
服
し
未
来
を
切
り
拓
こ
う

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
34
回
定
期
中
央
本
部
大
会

コ
ロ
ナ
禍
で
責
を
果
た
し
続
け
る
組
合
員
に
深
謝

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
第
10
回
定
期
大
会

次
代
に
繋
ぐ
イ
ー
ス
ト
運
動
の
力
強
い
展
開
を

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
21
回
定
期
大
会

組
織
活
動
を
点
検
し
、
運
動
に
よ
る
弱
点
の
克
服
を

貨
物
鉄
産
労
第
38
回
定
期
全
国
大
会

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
運
動
を

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

Ｊ
Ｒ
西
労
組

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード


